
平成２７年 ９月定例議会号平成２７年 ９月定例議会号

議会だより　104 号議会だより　104 号

□
平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正

　

予
算
（
第
３
号
）

　

１
８
６
４
万
円
が
追
加
さ
れ
、

予
算
の
総
額
が
54
億
８
８
９
６
万

円
に
な
り
ま
し
た
。

【
主
な
歳
入
】

・
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

▲
３
０
０
０
万
円

・
北
海
道
市
町
村
振
興
協
会
助
成

　

金　
　
　
　
　
　

２
５
０
万
円

・
臨
時
財
政
対
策
債

４
５
１
０
万
円

【
主
な
歳
出
】

・
北
海
道
自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム

　

協
議
会
負
担
金　

５
８
２
万
円

・
中
園
牧
野
給
水
ポ
ン
プ
室
制
御

　

盤
取
替
工
事　
　

１
８
９
万
円

・
農
業
後
継
者
育
成
支
援
対
策
事

　

業
費
補
助
金　
　

３
８
４
万
円

・審議した議案①

　第３回定例会が９月８日から１０日の間で開

催され、一般会計と３特別会計補正予算の議案

審議を行い、いずれも原案のとおり可決しまし

た。

審   

議    

し    

た   

議   

案

・
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
除
雪
用
車
両

　

購
入
事
業
費
補
助
金　

56
万
円

・
サ
ロ
マ
湖
１
０
０
㎞
ウ
ル
ト
ラ

　

マ
ラ
ソ
ン
負
担
金

１
５
０
万
円

□
平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正

　

予
算
（
第
４
号
）

　

２
２
５
１
万
円
が
追
加
さ
れ
、

予
算
の
総
額
が
55
億
１
１
４
７
万

円
に
な
り
ま
し
た
。

【
主
な
歳
入
】

・
普
通
交
付
税　

２
２
５
１
万
円

【
主
な
歳
出
】

・
出
産
祝
い
金　
　

３
０
０
万
円

・
公
共
下
水
道
特
別
会
計
繰
出
金

１
９
５
１
万
円

□
平
成
27
年
度
国
民
健
康
保
険

　

特
別
会
計
補
正
予
算（

第
２
号
）

　

５
９
７
万
円
が
追
加
さ
れ
、
予

算
の
総
額
が
10
億
１
５
９
万
円
に

な
り
ま
し
た
。

【
主
な
歳
入
】

・
療
養
給
付
費
等
交
付
金
繰
越
金

５
７
７
万
円

【
主
な
歳
出
】

・
国
庫
負
担
金
等
返
還
金

　

５
７
７
万
円

□
平
成
27
年
度
介
護
保
険
特
別

　

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

３
４
５
万
円
が
追
加
さ
れ
、
予

算
の
総
額
が
５
億
４
０
４
５
万
円

に
な
り
ま
し
た
。

【
主
な
歳
入
】

・
前
年
度
繰
越
金　

２
６
７
万
円

45

・審議した議案②

　条例２件のほか、３件の議案審議を行い、い

ずれも原案のとおり可決しました。また、人事

案件１件に同意し、平成２６年度各会計歳入歳

出の決算を認定しました。

□
教
育
委
員
の
任
命
同
意

　

教
育
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い

次
の
方
の
任
命
に
つ
い
て
同
意
し

ま
し
た
。

◎
川　

西　
　

平 

戸 

鉄 

也　

氏

4000 人以上参加した 100K マラソン 30 回記念大会

 
 

□
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部

　

改
正

　

平
成
28
年
１
月
か
ら
始
ま
る
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
お
い
て
は
、

法
律
に
よ
り
個
人
情
報
の
厳
格

な
保
護
措
置
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
法
律
に
則
し
た
、
個
人

番
号
な
ど
の
特
定
個
人
情
報
を
適

正
に
管
理
す
る
た
め
、
本
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

□
中
小
企
業
振
興
資
金
利
子
補

　

給
条
例
の
一
部
改
正

　

北
海
道
中
小
企
業
総
合
振
興
資

金
融
資
要
領
の
改
正
に
伴
い
、
本

条
例
条
文
の
文
言
を
改
正
す
る
も

の
で
す
。

 
 

 

一
般
会
計
に４

１
１
５
万
円
を
追
加
！

□
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組

　

合
規
約
の
変
更

□
北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務

　

災
害
補
償
等
組
合
規
約
の
変

　

更
□
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手

　

当
組
合
規
約
の
変
更

　

こ
れ
ら
の
組
合
の
構
成
団
体
に

変
更
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
規
約
を

変
更
す
る
も
の
で
す
。

稼働から１７年が経過した下水道管理センター

【
主
な
歳
出
】

・
国
庫
負
担
金
等
返
還
金

　

３
２
４
万
円

□
平
成
27
年
度
公
共
下
水
道
特

　

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

１
９
５
１
万
円
が
追
加
さ
れ
、

予
算
の
総
額
が
２
億
５
９
１
１
万

円
に
な
り
ま
し
た
。

【
主
な
歳
入
】

・
一
般
会
計
繰
入
金

１
９
５
１
万
円

【
主
な
歳
出
】

・
下
水
道
管
理
セ
ン
タ
ー
計
装
機

　

器
更
新
工
事　

１
９
５
１
万
円

区　　　分 最終予算額 歳入決算額 歳出決算額 収支差引

一 般 会 計 55 億 7,884 万円 55 億 1,634 万円 53 億 1,468 万円 2 億 166 万円

簡 易 水 道 特 別 会 計 2 億 5,908 万円 2 億 6,042 万円 2 億 4,564 万円 1,478 万円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 8 億 9,407 万円 9 億 1,919 万円 8 億 7,702 万円 4,217 万円

公 共 下 水 道 特 別 会 計 2 億 3,476 万円 2 億 3,601 万円 2 億 2,640 万円 961 万円

介 護 保 険 特 別 会 計 5 億 4,586 万円 5 億 4,972 万円 5 億 3,588 万円 1,384 万円

介護サービス事業特別会計 2 億 5,694 万円 2 億 6,074 万円 2 億 5,227 万円 847 万円

後期高齢者医療特別会計 8,489 万円 8,522 万円 8,356 万円 166 万円

合　　　計 78 億 5,444 万円 78 億 2,764 万円 75 億 3,545 万円 2 億 9,219 万円

□
平
成
26
年
度
各
会
計
歳
入
歳

　

出
決
算
認
定

　

議
長
及
び
議
会
選
出
監
査
委
員

を
除
く
議
員
７
名
の
構
成
に
よ
る

決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
さ

れ
審
議
し
た
結
果
、
委
員
会
と
し

て
は
原
案
認
定
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
本
会
議
に
お
い
て
但

木
委
員
長
よ
り
、
各
会
計
の
決
算

を
認
定
す
る
旨
の
審
査
結
果
報
告

が
な
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
全
会

一
致
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

平成 26 年度決算状況



平成２７年 ９月定例議会号平成２７年 ９月定例議会号

議会だより　104 号議会だより　104 号 67

・審議した議案③

　健全化判断比率及び資金不足比率の報告を受

けました。また、４件の意見書を可決し、関係

省庁に提出しました。

◎
下
水
道
管
理
セ
ン
タ
ー
の
管

　

理
業
務
に
つ
い
て

【
答
弁
】
既
存
の
管
理
業
務
契
約

の
中
で
対
応
し
て
い
る
の
で
、
追

加
の
費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

【
答
弁
】
計
装
機
器
工
事
な
の
で
、

電
気
機
器
メ
ー
カ
ー
が
参
加
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
管
理
業
務
を

行
っ
て
い
る
会
社
は
参
加
し
ま
せ

ん
。

・町長行政報告

　町長より行政報告がなされました。

町長行政報告

（要　旨）

□
遠
軽
厚
生
病
院
の
産
婦
人
科

　

に
つ
い
て

　

遠
軽
厚
生
病
院
の
産
婦
人
科
医

師
引
き
上
げ
に
よ
り
、
９
月
末
を

も
っ
て
同
病
院
で
の
出
産
が
で
き

な
い
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
か
ら
は
、

妊
娠
32
週
ま
で
は
同
病
院
で
診
察

し
て
、
そ
の
後
は
出
産
で
き
る
病

院
を
紹
介
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

今
後
も
遠
紋
市
町
村
が
連
携
し

て
、
引
き
続
き
産
婦
人
科
再
開
に

向
け
て
取
り
組
む
こ
と
、
地
域
医

療
が
堅
持
で
き
る
医
療
制
度
の
改

正
に
つ
い
て
も
国
・
北
海
道
・
関

係
機
関
等
に
対
し
て
様
々
な
機

会
に
要
望
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

□
農
作
物
の
生
育
及
び
収
穫
状

　

況
等

　

安
定
し
た
天
候
に
恵
ま
れ
農
作

物
の
生
育
は
順
調
に
推
移
し
、
秋

ま
き
小
麦
の
収
穫
作
業
は
穂
発
芽

も
な
く
順
調
に
行
わ
れ
、
平
年
収

量
を
大
き
く
上
回
り
、
現
在
は
製

品
歩
ど
ま
り
を
１
等
麦
と
な
る
よ

う
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。
カ
ボ

チ
ャ
に
つ
い
て
も
若
干
小
玉
で
す

が
良
好
、
ビ
ー
ト
に
つ
い
て
も
平

年
並
み
以
上
の
収
量
を
見
込
め
る

と
の
こ
と
で
す
。

　

飼
料
作
物
に
つ
い
て
も
牧
草
・

デ
ン
ト
コ
ー
ン
共
に
増
収
、
増
量

の
見
込
み
と
報
告
を
受
け
て
お

り
、
飼
料
不
足
の
心
配
は
な
い
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

酪
農
・
畜
産
関
係
に
つ
い
て
は
、

夏
の
暑
さ
に
よ
る
牛
の
ダ
メ
ー
ジ

や
搾
乳
戸
数
の
減
少
に
よ
り
生
乳

生
産
が
落
ち
込
ん
で
お
り
、
Ｊ
Ａ

サ
ロ
マ
で
は
昨
年
に
引
き
続
き
乳

用
牛
購
入
に
対
し
１
頭
３
万
円
の

助
成
や
乳
用
牛
購
入
資
金
へ
の
無

利
子
貸
出
し
を
実
施
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。

　
□
漁
業
に
つ
い
て

　

北
海
シ
マ
エ
ビ
漁
は
漁
獲
目
標

８
ト
ン
に
対
し
７
ト
ン
で
し
た

が
、
金
額
で
は
高
単
価
に
よ
り
計

画
対
比
１
２
５
％
と
報
告
を
受
け

て
い
ま
す
。

　

ホ
タ
テ
採
苗
事
業
は
、
５
月
初

旬
か
ら
「
ホ
タ
テ
ラ
ー
バ
（
浮
遊

幼
生
）
」
が
出
現
し
心
配
し
ま
し

た
が
、
そ
の
後
水
温
は
回
復
し
稚

貝
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
と

の
こ
と
で
す
。

　

外
海
ホ
タ
テ
漁
業
は
減
産
と
な

る
見
込
み
で
す
が
、
浜
値
は
キ
ロ

単
価
１
１
７
円
の
計
画
に
対
し
、

平
均
単
価
２
０
７
円
と
高
値
で
推

移
し
て
お
り
、
水
揚
げ
金
額
に
つ

い
て
は
計
画
を
上
回
る
と
見
込
ま

れ
ま
す
。

　

ホ
タ
テ
加
工
製
品
に
つ
い
て

は
、
輸
出
の
引
き
合
い
も
強
く
高

値
で
取
引
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
国

内
販
売
は
高
価
格
の
影
響
で
消
費

の
鈍
化
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

□
プ
レ
ミ
ア
ム
付
全
町
共
通
商

　

品
券
の
発
行

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
全
町
共
通
商
品

券
の
販
売
は
、
７
月
５
日
に
通
常

上
限
５
セ
ッ
ト
を
７
セ
ッ
ト
に
引

き
上
げ
販
売
し
ま
し
た
。

　

商
工
会
に
よ
る
と
当
日
午
前
中

に
予
約
分
を
含
め
て
５
０
０
０

セ
ッ
ト
が
完
売
と
な
り
、
追
加
販

売
を
８
月
２
日
か
ら
７
日
ま
で
実

施
し
た
結
果
、
１
８
４
１
セ
ッ
ト

が
購
入
さ
れ
ま
し
た
。
額
面
で
は

８
２
０
９
万
２
千
円
で
、
こ
れ
が

町
内
の
経
済
活
性
化
に
つ
な
が
る

も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

□
町
立
小
中
学
校
の
再
編
統
合

　

10
周
年
に
つ
い
て

　

町
立
小
中
学
校
再
編
統
合
10
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の
間
、
佐

呂
間
小
学
校
児
童
数
２
２
５
名
か

全線完成した若佐保育所前道路

ら
１
８
６
名
に
、
若
佐
小
学
校
が

29
名
か
ら
40
名
、
浜
佐
呂
間
小
学

校
が
35
名
か
ら
23
名
、
中
学
校
は

１
７
６
名
か
ら
１
３
７
名
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
10
年
で
小
中
学

校
そ
れ
ぞ
れ
約
40
名
が
減
少
し
て

い
ま
す
。

□
公
共
事
業
の
執
行
状
況

　

８

月

末

現

在
、

56

件

中

47

件

の

発

注

で
、

事

業

費

は

10

億

８

５

０

０

万

円

中

９
億
６
千
万
円
と
な
り
、
発
注
率

は
88
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 
 

 
 

□
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産

　

業
化
に
向
け
た
施
策
の
充

　

実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

　

地
域
の
特
性
に
応
じ
た
森
林
の

整
備
・
保
全
を
着
実
に
進
め
、
森

林
資
源
の
循
環
利
用
に
よ
る
林

業
・
木
材
産
業
の
成
長
産
業
化
を

実
現
す
る
た
め
の
安
定
的
な
財
源

確
保
を
求
め
る
意
見
書
が
可
決
さ

れ
、
関
係
大
臣
宛
提
出
さ
れ
ま
し

た
。

□
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金

　

不
足
比
率

　

監
査
委
員
の
審
査
意
見
書
と
と

も
に
報
告
が
な
さ
れ
、
財
政
健
全

　　　　　　　　 　 健　全　化　判　断　比　率　　　　（単位：％）

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率
—

（１５．０）

—

（２０．０）

６．９

（２５．０）

—

（３５０．０）

（　）書きは早期健全化基準

　　　　　　資　金　不　足　比　率　　　　 （単位：％）

特別会計の名称 資金不足比率 備　　考

簡易水道特別会計 — 経営健全化基準

２０．０％公共下水道特別会計 —

化
審
査
に
つ
い
て
は
、
一
般
会
計

が
黒
字
の
た
め
【
実
質
赤
字
比

率
】
及
び
【
連
結
実
質
赤
字
比
率
】

に
お
い
て
は
比
率
な
し
、
【
実
質

公
債
費
比
率
】
も
早
期
健
全
化
基

準
の
25
％
を
大
き
く
下
回
る
６
・

９
％
で
あ
り
、
【
将
来
負
担
比
率
】

も
算
定
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
本

町
の
財
政
は
健
全
で
あ
る
と
い
え

ま
す
。

　

ま
た
、
経
営
健
全
化
審
査
で
は
、

簡
易
水
道
及
び
公
共
下
水
道
特
別

会
計
と
も
に
資
金
不
足
比
率
は
な

し
で
、
現
段
階
で
は
２
つ
の
企
業

会
計
と
も
経
営
は
健
全
で
あ
る
と

い
え
ま
す
。

補正予算

質疑の中から

 

□
介
護
報
酬
の
再
改
定
を
求
め

　

る
意
見
書

　

本
年
４
月
か
ら
実
施
さ
れ
た
介

護
報
酬
で
は
、
事
業
継
続
が
困
難

に
な
る
ほ
ど
の
下
げ
幅
と
な
っ
て

い
ま
す
。
住
民
の
介
護
を
守
り
、

地
域
の
介
護
資
源
を
維
持
し
、
誰

も
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
介
護

制
度
の
実
現
を
図
る
た
め
、
介
護

報
酬
の
マ
イ
ナ
ス
改
定
の
見
直
し

を
求
め
る
意
見
書
が
可
決
さ
れ
、

関
係
大
臣
宛
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

□
所
得
税
法
第
56
条
の
廃
止
を

　

求
め
る
意
見
書

　

家
族
従
業
者
の
賃
金
を
必
要
経

費
と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
、
時

代
に
即
し
た
概
念
の
元
に
、
抜
本

的
な
税
制
改
正
議
論
の
中
で
見
直

し
を
図
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

が
可
決
さ
れ
、
関
係
大
臣
宛
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

□
安
全
保
障
法
制
関
連
法
案
の

　

廃
案
を
求
め
る
意
見
書

　

政
府
は
、
国
民
多
数
の
反
対
や

多
く
の
地
方
議
会
の
反
対
・
撤
回
・

慎
重
と
の
意
見
書
、
多
く
の
憲
法

学
者
と
歴
代
内
閣
法
制
局
長
官
の

違
憲
と
の
指
摘
に
耳
を
傾
け
る
こ

と
な
く
、
様
々
な
問
題
に
対
し
、

問
題
の
解
決
や
誠
実
な
説
明
が
な

い
ま
ま
、
今
国
会
で
の
成
立
を
強

行
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
法
案
を
認
め
る
こ

と
は
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
廃
案

を
求
め
る
意
見
書
が
可
決
さ
れ
、

関
係
大
臣
宛
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

□
佐
呂
間
町
国
民
保
護
計
画
の

　

変
更

　

佐
呂
間
町
国
民
保
護
計
画
の
変

更
を
行
い
ま
し
た
。
変
更
は
軽
微

で
あ
り
新
旧
対
照
表
及
び
変
更
後

の
計
画
書
を
議
会
図
書
室
に
置
い

て
い
ま
す
。


